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発表内容

１．岩石資料アーカイブの現状
（南極岩石試料・岩石資料室の紹介）

２．南極岩石試料レポジトリの確立とデータサイエンスへの応用
（DS公募型共同研究課題）



第1次南極観測以来採集された南極の岩石・鉱物試料、ならびにスリランカ、イ

ンド、アフリカなどの岩石・鉱物試料約2万点を保管しています。これらの試料は、

ゴンドワナ超大陸を形成していた大陸同士の地質対比、地殻・マントル物質の

研究材料として大変貴重です。また展示用標本としても広く活用されています。
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JARE-1 specimen
第1次南極観測隊 採取試料

Rock Sample Storage
岩石資料室

岩石試料 ‐野外採取から国内分析まで：
実験室での分析 ←
岩石薄片の観察 ←
岩石試料の採取 ←
露頭の産状観察 ←
野外の地質産状

岩石薄片（顕微鏡観察）

岩石試料

露頭観察 露岩域の地質産状

“岩石試料”は、
地質の一部を
何らか意図・
目的・背景情報
のもとで切り出
したもの

試料だけでは
不十分→付帯
情報が必須！



南極岩石試料レポジトリの確立とデータサイエンスへの応用
（DS公募型共同研究課題）

目的：

国立極地研究所／極域環境データサイエンスセンターの学術データベースとして整備さ
れている南極岩石試料データベースを発展させて、将来的にデータ駆動型の応用研究に
活用する。

データサイエンス共同利用基盤施設教員との共同研究によって、岩石試料に関わる様々
な情報、試料の種類や付随情報、公表学術論文との相互対照、といった観点でデータ
ベースの整備と拡張をおこなう。その結果として、南極岩石試料の基本情報（岩石種、地
質体、採取地）と研究処理状況、全岩及び構成鉱物の分析データ、公表論文に関する
データ（拡張情報）を利用した様々な応用研究に供することが可能となる。

このことにより、所蔵する貴重な南極岩石試料の将来の多分野での利用（データ駆動型
研究への展開）が期待される。

最終的に、国際規格であるIGSN（International Geo Sample Number（国際地球科学試
料番号））を取得し、広く国内外の研究機関・研究者とデータの共有と流通を図る。

南極岩石試料レポジトリの確立とデータサイエンスへの応用
（DS公募型共同研究課題）

進行状況：

南極岩石試料のうち、最新の野外データが揃い、また今後の研究・解析の進展に伴って
各種データをデータベースに組み込むモデルケースとして最適な、直近の第58次南極地
域観測隊（2016-2017年）で採取された岩石試料を対象として、データサイエンス共同利
用基盤施設の協力を得て拡張型データベースへの組み込みをすすめている。

平行して、
南極観測初期（第1次南極観測隊～）の貴重試料、ならびに、電子化されていないデータ

（試料採取地点マップ、等）の電子化をすすめ、また、データベースから実試料の逆検索
や相互対照のための岩石試料の再整理と再分類作業ならびに付随する各種データの検
討と整理をおこなっている。

データサイエンス共同利用基盤施設 極域環境データサイエンスセンターの支援を受けて、
“NIPR Rock Repository（極地研岩石レポジトリ）”の構築をすすめている。2017年度
に、第58次南極地域観測隊（2016-2017年）で南極大陸で採取した岩石試料に関する
データの処理をおこない、その一部を上記データベースに投入する初期データとした。



https://ads.nipr.ac.jp/nrr/

NIPR Rock Repository（極地研岩石試料レポジトリ）

データサイエンス共同利用基盤施設 極域環境データサイエンスセンターの支援を受けて構築をす
すめているデータベース。第58次南極地域観測隊（2016-2017年）で南極大陸で採取した岩石試料
に関するデータの処理をおこない、上記データベースに投入する初期データとした。



南極岩石試料レポジトリの確立とデータサイエンスへの応用
（DS公募型共同研究課題）

今後の方向性：

南極岩石試料データベース（岩石レポジトリー）に投入するための資試料の電子化、岩石
薄片等による基本情報や付随データの整備をおこなう。今年度は特に、南極で取得した
観測隊の初期の貴重試料の採取地点情報の電子化、岩石基本情報（薄片、化学データ、
各種付随データ）の整備、データベースに投入する電子データと保有する実試料との紐
付け作業をおこなう。その上で、レポジトリーに登録する情報や形式をどのようにすれば、
将来の他分野での利用（データ駆動型研究への展開）に資することができるかの検討を
おこなう。

その先のステップとして：

登録されている岩石試料から得られた分析データや学術公表論文等をデータベースに統
合するためのデータベースの拡張をすすめる。

最終的に：
国際規格であるIGSN（International Geo Sample Number（国際地球科学試料番号））
を取得し、広く国内外の研究機関・研究者とデータの共有と流通を図る。


